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　入学おめでとうご
ざいます。
　教職員一同、みな
さんの入学を歓迎
し、これからのみな
さんの成長を支援し
ていきます。
　本学は、「良き技
術は、良き人格から
生まれる」を教育理
念とし、「学術の中
心として、広く知識
を授けるとともに、
深く専門の学術を教
授研究し、知的、道
徳的および応用的能

力を展開させ、あわせて人類の幸福を希求する科学技術
の振興と文化の創造ならびに地域社会の発展に寄与す
る」ことを使命・目的としています。
　大学の役割には、大きく教育と研究があります。教育
は、みなさんの成長を手助けし、社会の有用な担い手と
なるよう育成することです。一方、研究は、例えば2011

年東日本大震災発生後から復興にいたる多くの課題を解
決するため、調査・実験などを行い新たな知見を公にし
ていく活動です。本学は、この教育と研究の二つの活動
を通して、地域社会や広くは国際社会に貢献しています。
その中心となっているのが、学生のみなさんです。みな
さんは、これらの活動を通して、自分自身の成長を目指
すことになります。
　技術者としての成長は、技術力を向上させることだけ
ではありません。ひととして、社会生活に適応できる人
格を形成していく必要があります。なぜなら優れた人格
を身につけ、技術が人類の幸福に結びつくように、技術
力を適切に活用していかなければならないからです。人
間力の向上には、大学の勉強のほかに、部活動、サーク
ル活動、あるいは下宿先などでの友人との交流、地域活
動も大きな成長の糧となります。人との交流を大切にし
てほしいと思います。
　みなさんは、夢を持っているはずです。その夢を成し
遂げるための可能性も持っています。周囲の力も大切で
すが、最も大切なのは自分自身が自分を成長させようと
する「心」です。八戸工業大学も、みなさんのこれまで
の成長が継続するよう、力強くサポートします。様々な
多くの力を養って、八戸工業大学で成長してください。

入学おめでとう　～ 学長メッセージ ～

学 長　長谷川　　　明
八戸工業大学

　この春、私は八戸工業大学大学院に
進学しました。
　きっかけは、電気電子システム学科
でたくさんの先生方の姿を見ながら勉
強をしていくうちに、研究というもの
に魅力を感じたからです。恩師がそう
であったように、私もまたひとりの研
究者として社会に出て地域に貢献した
いと考えています。就職するか、進学
するかについて迷わなかったわけでは
ありません。父の励ましと経済的支援、
先生方の助言に後押しされ向学の道へ
進むことに決めました。
　私は今後、有機ＥＬ素子の長寿命化
についての研究を行う予定です。有機
ＥＬ素子は折り曲げの可能な薄板の上
に作成できる発光素子で、これまでに
ない新たな照明空間の創出につながる
可能性があります。一方で、素子の寿
命がまだ十分ではありません。有機Ｅ
Ｌ素子の長寿命化に挑むことで、社会
における照明技術の発展に貢献したい
と思います。

　私は、八戸工大一高・普通科の出身
で、高校生活の３年間を部活動と勉学
に励んできました。
　機械工学に興味があり普通科から工
学部に入学しましたが、工業科から来
た人たちと比べると専門的な知識がな
く、出遅れた感じのスタートと感じて
います。このような不安がある一方、
高校生活と全く違った環境での大学生
活はとても楽しみで、どう過ごそうか、
どんな新しい仲間と出会えるか、どき
どきわくわくしています。
　この大学で過ごす４年間は、私の人
生を左右するとても大切な時間になる
でしょう。後悔のないキャンパスライ
フを送るため、資格取得や部活動、勉
学においても怠ることなく向上心を持
ち続け、日々努力していきたいと思い
ます。

　私は、とにかく絵を描くことが好き
です。
　大学では、自分の好きな絵を描くた
め、専門的な技術や表現の技法を身に
つけ、油絵など新しい分野にも挑戦し
たいと思っています。機械が苦手な私
ですが、コンピュータグラフィックを
使ったイラストにも取り組み、誰にも
負けない作品を創りたいと考えていま
す。
　また、大学でしか体験できないボラ
ンティアや作品の展示会などの幅広い
活動にも参加し、サークル活動などで
たくさんの友達を作り、人の輪を広げ、
将来的には様々な指導のできる美術教
師になりたいです。そのためにも、苦
手な英語や、絵を描くにあたって重要
となる数学にも積極的に取り組み、「引
き出し」を増やしたいと考えています。
いま、私は不安を感じるより希望に満
ちています。大学４年間で自分がどう
成長できるかとても楽しみです。

新入生の抱負

大学院工学研究科
前期博士課程
電子電気・情報工学専攻
穴水　裕之
（青森県出身）

工学部
機械情報技術学科
坂本　遼
（八戸工大一高）

感性デザイン学部
感性デザイン学科
津島　有衣
（大湊高）
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された。また、八戸広域消防本部警防課消防防災班長の大下
武晃さんは、震災当時の九死に一生を得た八太郎大橋に取り
残された人の避難誘導の体験から「自分で自分の命を守れな
ければ、人の命も守れない」と自助共助の重要性を時折涙を
にじませながら訴えた。八戸市の防災危機管理課から「地域
によっては、災害の種類に
より避難場所と避難所が異
なる場合がある。災害時の
避難に備え、事前に個人や
家族で避難する前にできる
ことを考え、実施すること
が防災減災につながる。」と
のメッセージがおくられた。

　３月11日東日本大震災から５年を迎えたこの日、八戸市公
民館ホールにて八戸工業大学防災技術社会システム研究セン
ター主催「３.11防災フォーラム2016」が開催された。
　５年間に実施された本フォーラムは、国際フォーラムも含
め22回を数える。センター長より、防災と復興・災害に強い
まちづくりのための、学部・学科等を越えた防災対策の検討
や復興計画の策定など、震災から現在までのセンターの活動
報告と今後の活動について報告があった。
　パネルディスカッションでは、多賀地区連合町内会自主防
災会長の音喜多市助さんからスライドによる当時の被害状
況、震災後の自主防災組織立ち上げ、高齢者の多い地域での
現実の課題から自主防災会のなかに「見守りネットワーク」
を立ち上げたことなど、現在までの地域での取り組みが発表

　“地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）～オー
ル青森で取り組む「地域創生人材」育成・定着事業～”八戸
ブロック キックオフ・フォーラムが２月11日、八戸グラン
ドホテルにて開催された。この事業は、本学を含む県内の10
の高等教育機関が地方公共団体や企業等と協働し、県内の就
職・企業支援、未来を担う人材の育成と学生の起業等での雇
用創出を目指し、青森県の課題である人口減少克服に取り
組もうというものであ
る。このフォーラムで
は、八戸ブロックの本
学・八戸学院大学・八
戸工業高等専門学校か
ら地域人材育成に向け
た取り組みと事業展開
が報告された。

　２月27日、八戸ポータルミュージア
ムはっちにて平成27年度八戸学生ま
ちづくり助成金交付事業の報告会と表
彰式が行われた。本学からは、「観光
地種差海岸のPRに向けた太陽光発電
を利用した情報パネル設置」を提案し
た“HIT Team たねちゃん”と、紫
外線による栄養価を高めた地場野菜を
使った「菊を用いたスイーツと駅弁」
を提案した食品研究会が参加した。専
門性を活かした研究の取り組みに、会
場から多くのエールがおくられた。

東日本大震災から5年
3.11 防災フォーラム2016

　３月10日・11日の両日、本学体育館に
おいて平成27年度３回目となる「学生と
企業との就職懇談会」（合同就職懇談会）
が、学部３年生と大学院１年生を対象に
開催されました。景気回復基調の中、参
加企業数は250社にのぼり、平成26年度と
同様好調な開催となりました。平成28年
度は採用活動時期が２ヶ月前倒しとなり、
エントリーから採用選考までの期間が大
幅に短縮されたため、就職活動の早期準備が重要となっています。
　新卒を巡る採用状況は、東日本における震災の復興需要や東京オリンピック開催
に起因する関連プロジェクトの推進、団塊世代の退職に伴う若返りなどによって、
継続して建設業や製造業を中心に採用意欲が大きく向上しています。しかし、多く
の企業は求める人材像を明確にし、厳選採用の姿勢を崩しておらず、学生にはこれ
まで以上に職場で活躍し社会に貢献できる力が求められています。
　また、地方創生政策の一環として地元企業への就職率向上が望まれていますが、
地域の優良企業と学生とのマッチングが十分になされていない状況です。学生諸君
には地元企業も含め適切な企業を選択し、満足のいく内定を勝ち取ってほしいと
願っています。（学年は平成27年度）

学務部次長（平成27年度）　藤岡　与周（システム情報工学科教授）

学生と企業との就職懇談会

COC+キックオフ・フォーラム
　２月５日、ホテルメトロポリタン仙台にて、「第11回キャ
ンパスベンチャーグランプリ東北」（CVG東北実行委員会主
催）表彰式が行われ、バイオ環境工学科３年加賀雄士君（八
戸西高）、大宮匡也君（岩手・久慈東高）、千葉敬樹君（百石
高）、我満美優さん（八戸工高）、小林沙紀さん（大湊高）のチー
ムが、奨励賞を受賞した。学生らは、特産品の県産ホタテを
用い野菜の栄養価を高
めた「炊き込みご飯の
素」を提案し、応募総
数30件の中からの受賞
となった。バイオ環境
工学科では、2010年の
第６回から応募し連続
して入賞している。
（学年は平成27年度）

キャンパスベンチャーグランプリ東北で奨励賞受賞

学生まちづくりコンペティション
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体育会・文化会表彰者（学年は平成27年度）

平成27年度課外活動　リーダーズ研修会・表彰

体 育 会
団　　　　　　　体

【優秀賞】バレーボール部
【敢闘賞】アーチェリー部、硬式野球部
【努力賞】男子硬式庭球部、アイススケート部（ホッケー部門）

個　　　　　　　人
【優秀選手賞】
古川　慎也（硬式野球部／機械情報技術学科４年／八戸工大一高）
木村　真人（アイススケート部／感性デザイン学科４年／八戸工大一高）
吉田　一眞（アイススケート部／機械情報技術学科３年／八戸工大一高）
工藤　瑞斗（卓　球　部／機械情報技術学科４年／八戸工高）
小舘　卓司（卓　球　部／電気電子システム学科４年／弘前工高）
江馬　健史（卓　球　部／機械情報技術学科３年／北海道・駒大附属苫小牧高）
相良　友樹（卓　球　部／機械情報技術学科３年／北海道・札幌龍谷学園高）
中村　駿介（卓　球　部／機械情報技術学科３年／弘前実業高）
川島　大樹（卓　球　部／感性デザイン学科３年／北海道・尚志学園高）
菅野　敬也（卓　球　部／土木建築工学科２年／北海道・尚志学園高）
水口　真人（卓　球　部／土木建築工学科２年／北海道・札幌龍谷学園高）
差波　　維（卓　球　部／電気電子システム学科１年／八戸工高）
坂本　　真（卓　球　部／土木建築工学科１年／北海道・函館大付属有斗高）
本田　一祥（卓　球　部／土木建築工学科１年／福島・帝京安積高）
酒井　紀誌（バレーボール部／電気電子システム学科２年／八戸工大一高）
松澤　祥希（バレーボール部／電気電子システム学科２年／弘前工高）
【敢闘賞】
福田　優也（硬式野球部／機械情報技術学科３年／三沢高）
佐藤　　航（硬式野球部／土木建築工学科３年／秋田・西目高）
小向　勇太（硬式野球部／機械情報技術学科２年／八戸工大一高）
島下　　大（硬式野球部／土木建築工学科２年／八戸工高）
古川　裕幸（バレーボール部／感性デザイン学科４年／岩手・花北青雲高）
佐々木健太郎（バレーボール部／電気電子システム学科４年／八戸工大一高）
黒滝　泰世（バレーボール部／電気電子システム学科２年／五所川原工高）
有川　　正（サ ン ボ 部／土木建築工学科３年／岩手・種市高）
三浦健太郎（男子硬式庭球部／土木建築工学科１年／八戸西高）
【新人賞】
上村賢一朗（アーチェリー部／土木建築工学科１年／八戸工大一高）
【努力賞】
中野　孝平（男子バスケットボール部／システム情報工学科４年／三戸高）
千葉　　悟（男子バスケットボール部／土木建築工学科４年／岩手・盛岡工高）
赤石恵利奈（男子バスケットボール部／土木建築工学科４年／三本木高）
泉谷　亮太（男子硬式庭球部／電気電子システム学科４年／八戸工高）
金子　貴浩（男子硬式庭球部／電気電子システム学科４年／秋田・能代工高）
千葉　遥香（ソフトテニス部／バイオ環境工学科４年／岩手・千厩高）
藤田　亮太（ソフトテニス部／土木建築工学科４年／黒石商高）
齋藤　慎也（ソフトテニス部／電気電子システム学科４年／秋田・仁賀保高）
桂山　侃也（アーチェリー部／土木建築工学科４年／八戸工大一高）
川村　大徳（山　岳　部／土木建築工学科４年／岩手・大迫高）
田仲　将也（ソフトボール部／システム情報工学科４年／秋田・五城目高）
朝日田　優（硬式野球部／機械情報技術学科４年／岩手・協和学院水沢第一高）
鳥山　俊幸（硬式野球部／電気電子システム学科４年／八戸工大一高）
高橋　直也（硬式野球部／電気電子システム学科４年／岩手・盛岡中央高）
平澤　大地（硬式野球部／土木建築工学科４年／木造高）
對馬　央人（硬式野球部／土木建築工学科４年／木造高）
鈴木　祥高（硬式野球部／土木建築工学科４年／五所川原商高）
須藤　達也（硬式野球部／土木建築工学科４年／弘前工高）
森田斎友紀（ビリヤード部／システム情報工学科４年／三沢高）
石鉢　智也（アイススケート部／機械情報技術学科４年／八戸工高）
澤村　一志（アイススケート部／システム情報工学科４年／八戸商高）
吉田　大樹（アイススケート部／感性デザイン学科４年／八戸工大一高）
佐々木勝一（バレーボール部／バイオ環境工学科４年／八戸工大二高）
松本　　彩（バレーボール部／感性デザイン学科４年／岩手・平舘高）
高舘　華生（弓　道　部／バイオ環境工学科４年／三沢高）
三上　　陸（バドミントン部／機械情報技術学科４年／弘前工高）

【学長賞】
　体育会　バレーボール部
　文化会　動力研究部
【保護者後援会会長賞】
　体育会　アーチェリー部、硬式野球部
　文化会　食品研究会

佐々木龍生（バドミントン部／電気電子システム学科４年／秋田・五城目高）
高屋　　嵐（バドミントン部／電気電子システム学科４年／弘前工高）
工藤　　祥（バドミントン部／バイオ環境工学科４年／弘前工高）
矢内　貴大（バドミントン部／バイオ環境工学科４年／福島・聖光学院高）
佐竹　雄斗（剣　道　部／機械情報技術学科４年／宮城・岩ケ崎高）
芳賀　隼人（剣　道　部／機械情報技術学科４年／宮城・佐沼高）
長根　大和（剣　道　部／土木建築工学科４年／八戸工大一高）
渡辺　勇次（剣　道　部／土木建築工学科４年／秋田・金足農高）
河原木　樹（剣　道　部／電気電子システム学科４年／八戸工大一高）

文 化 会
団　　　　　　　体

【優秀賞】動力研究部、食品研究会　
【敢闘賞】合唱部
【努力賞】ボランティア愛好会

個　　　　　　　人
【優秀賞】
中村　太郎（動力研究部／機械情報技術学科３年／八戸工高）
大宮　匡也（食品研究会／バイオ環境工学科３年／岩手・久慈東高）
加賀　雄士（食品研究会／バイオ環境工学科３年／八戸西高）
千葉　敬樹（食品研究会／バイオ環境工学科３年／百石高）
【敢闘賞】
加藤　　操（食品研究会／バイオ環境工学科３年／秋田・能代北高）
木村　朱里（食品研究会／バイオ環境工学科３年／八戸工大二高）
古倉あゆみ（食品研究会／バイオ環境工学科３年／秋田・大館鳳鳴高）
我満　美優（食品研究会／バイオ環境工学科１年／八戸工高）
小林　沙紀（食品研究会／バイオ環境工学科１年／大湊高）
齋藤　太貴（ボランティア愛好会／システム情報工学科４年／山形・庄内農高）
【リーダーシップ賞】
井澤　芳樹（動力研究部／機械情報技術学科３年／山形・山形明正高）
菊池　　葵（吹 奏 楽 部／バイオ環境工学科３年／岩手・金ケ崎高）
田澤葉名子（吹 奏 楽 部／感性デザイン学科３年／大湊高）
菅原　一真（ゲーム研究部／システム情報工学科３年／岩手・盛岡中央高）
相馬　　桂（ゲーム研究部／土木建築工学科３年／弘前工高）
山本　　竣（プラモデル研究会／電気電子システム学科３年／岩手・不来方高）
【努力賞】
海野　美冬（茶道愛好会～茶々～／バイオ環境工学科４年／三沢高）
小林真梨子（茶道愛好会～茶々～／バイオ環境工学科４年／青森戸山高）
中村　美月（茶道愛好会～茶々～／バイオ環境工学科４年／八戸西高）
向井はるな（茶道愛好会～茶々～／バイオ環境工学科４年／八戸東高）
八幡麻美子（茶道愛好会～茶々～／バイオ環境工学科４年／八戸西高）
山端　夏美（茶道愛好会～茶々～／バイオ環境工学科４年／三沢高）
近藤　士靖（食品研究会／バイオ環境工学科４年／静岡・袋井高）
濵谷　　鷹（食品研究会／バイオ環境工学科４年／田名部高）
白戸南緒子（吹 奏 楽 部／バイオ環境工学科４年／三本木農高）
村上　昂央（吹 奏 楽 部／バイオ環境工学科４年／秋田・大曲農高）
宇野　春香（吹 奏 楽 部／感性デザイン学科４年／八戸東高）
畑中　　舞（吹 奏 楽 部／感性デザイン学科４年／八戸東高）
三浦　華子（吹 奏 楽 部／感性デザイン学科４年／八戸工大二高）
田口健太郎（合　唱　部／土木建築工学科４年／秋田・十和田高）
田畑　圭一（合　唱　部／電気電子システム学科４年／七戸高）
福田　雅大（プラモデル研究会／電気電子システム学科４年／十和田工高）
山田　拳輔（プラモデル研究会／バイオ環境工学科４年／田名部高）
藤井　彩加（文芸愛好会／システム情報工学科４年／岩手・盛岡第四高）
五十嵐七果（美術研究部／感性デザイン学科４年／鰺ケ沢高）
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◇電気学会学生表彰
　穴水　裕之（青森西高）
◇電子情報通信学会表彰
　清水　郁寿（八戸工大二高）

【システム情報工学科】
◇優秀学生賞・学長賞
　田村　友宏（岩手・日本放送協会学園）
◇優秀学生証・学科長賞
　大須田　司（八戸工大一高）
　金田　　清（八戸工大一高）
◇優秀学生賞・資格賞
　赤坂　裕貴（八戸工大一高）
　浅沼　賢輝（岩手・盛岡第四高）
　伊賀　旦裕（八戸工高）
　石村　啄麻（弘前工高）
　梅田　玲奈（青森西高）
　金田　　渚（八戸工大一高）
　小野　　仁（秋田・秋田中央高）
　土屋裕太郎（八戸工大二高）
　水谷　賢也（八戸工高）
　山口　晃平（秋田・大館鳳鳴高）
◇優秀学生賞・卒研賞
　林　　大貴（八戸工大一高）
　横浜　拓也（三戸高）
　松林　裕也（三沢高）
　澤村　一志（八戸商高）
　内山　大悟（八戸工高）
　梅田　玲奈（青森西高）
　伊賀　旦裕（八戸工高）
　森田斎友紀（三沢高）
　石村　啄麻（弘前工高）

【土木建築工学科】
◇最優秀賞
　鈴木　宥将（宮城・気仙沼高）
◇優秀賞
　飴田　亮太（三沢高）
　島守　崇央（八戸西高）
　成田　　潤（弘前工高）
◇卒業研究最優秀発表賞
　葛西　康世（弘前工高）
◇卒業研究優秀発表賞
　赤石恵利奈（三本木高）
　伊藤　大地（岩手・花巻南高）
　山口　和樹（福島・岩瀬農高）
◇功績賞
　葛西　康世（弘前工高）
　小谷　晃司（田名部高）
　高橋　優斗（岩手・黒沢尻工高）

【バイオ環境工学科】
◇学長賞
　近藤　士靖（静岡・袋井高）
　大向　央高（八戸東高）

　斎藤　優登（八戸東高）
　濵谷　　鷹（田名部高）
　武野　郁也（秋田・金足農高）
◇学科長賞
　中村　美月（八戸西高）
◇功労賞
　村上　昴央（秋田・大曲農高）
◇卒業研究優秀賞
　赤田侑里彩（八戸西高）
　加藤真里菜（八戸西高）
　田代　真啓（八戸工大一高）
　出町　京助（八戸工大二高）
　中居　慎吾（岩手・不来方高）
　古川　直樹（八戸南高）
　三浦　順平（山形・山形工高）
　八幡麻美子（八戸西高）

【感性デザイン学科】
◇学長賞 
　五十嵐七果（鰺ヶ沢高）
◇学部長賞
　畑中　　舞（八戸東高）
◇学科長賞
　宇野　春香（八戸東高）
◇努力賞
　千葉明日香（三沢高）
　松本　　彩（岩手・平舘高）
◇功労賞
　五十嵐七果（鰺ヶ沢高）
　千葉明日香（三沢高）
　田中　悠生（弘前工高）
◇最優秀論文賞
　松本　　彩（岩手・平舘高）
◇優秀論文賞
　三浦　華子（八戸工大二高）
◇最優秀制作賞
　五十嵐七果（鰺ヶ沢高）
◇優秀制作賞
　宇野　春香（八戸東高）
　小松　静穂（八戸工大二高）
　畑中　　舞（八戸東高）
◇（公社）商業施設技術団体連合会会長賞
　五十嵐七果（鰺ヶ沢高）

大学院工学研究科
【社会基盤工学専攻】
◇特別賞　　　　虻川　高宏（神奈川県出身）
◇最優秀論文賞　小山　直樹（岩手県出身）
◇優秀論文賞　　川邊　清伸（岩手県出身）
　　　　　　　　田澤　宏樹（青森県出身）
【建築工学専攻】
◇優秀論文賞　　工藤　　慧（青森県出身）
　　　　　　　　山口　裕史（青森県出身）

工学部
【機械情報技術学科】
◇学長賞　
　浜端　智裕（岩手・種市高）
◇工学部長賞
　秋山　　航（光星学院高）
　天内　　薪（木造高）
　岩沢廉太郎（八戸工高）
　佐々木大介（六戸高）
　島脇　大知（八戸北高）
　下山　大輔（弘前工業）
　滝澤　　連（八戸工大一高）
　芳賀　隼人（宮城・佐沼高）
　花田　修一（弘前工高）
　浜端　智裕（岩手・種市高）
　三浦　航平（弘前工高）
　三上　　陸（弘前工高）
　吉田　朋平（八戸工高）
◇学科長賞　
　石鉢　智也（八戸工高）
　工藤　瑞斗（八戸工高）
　今野　優作（秋田・湯沢翔北高）
　佐々木大介（六戸高）
　島脇　大知（八戸北高）
　成田　幸樹（向陵高）
　芳賀　隼人（宮城・佐沼高）
　橋本　拳三（八戸工大一高）
　三浦　航平（弘前工高）
　吉田　朋平（八戸工高）
◇日本機械学会畠山賞
　吉田　朋平（八戸工高）

【電気電子システム学科】
◇学長賞　
　後藤　翔太（岩手・金ヶ崎高）
◇工学部長賞
　西田　大樹（青森南高）
◇学科長賞
　蛯子　大成（田名部高）
◇卒業研究優秀賞
　後藤　翔太（岩手・金ヶ崎高）
　福田　修平（田子高）
　山木　崇平（青森工高）
　八幡　将史（岩手・久慈工高）
　金子　貴浩（秋田・能代工高）
　佐々木龍生（秋田・五城目高）
　坂本　悠太（八戸工高）
　山木　崇平（青森工高）
　斉藤　興准（青森工高）
　高屋　　嵐（弘前工高）
　菊地　桐吾（八戸工大一高）
　佐々木健太郎（八戸工大一高）
　高橋　　翔（八戸中央高）
　泉谷　亮太（八戸工高）
　清水　郁寿（八戸工大二高）

卒業生・修了生表彰者

八戸工業大学産学官連携活動表彰
　３月７日、厳正な審
査の結果、以下の方々
の表彰が決まりまし
た。本表彰は、産学
官連携、地域産業の
貢献に係わる活動成
果を表彰し今後の活
動の促進を目標に創
設されたものです。

　「熱可塑性複合材料　炭素繊維強化・改質ペット樹脂の開
発」

　㈱中屋敷技研 製造技術部　掛端康成 氏
　（工学部 機械工学科 1990年３月卒業）

　「医工連携による地域課題解決のための移動型緊急手術室
の開発」

　機械情報技術学科・助教　浅川拓克 氏

　「刃物・鍛造技術の伝承及び新事業展開へのチャレンジ」
　㈲二唐刃物鍛造所　代表取締役　吉澤俊寿 氏

　（工学部 機械工学科 1980年３月卒業）
　「農業 ITを活用した農業者育成事業のビジネスプラン構
築及びベンチャーの設立」

　伝農アシスト㈱　代表取締役社長　佐藤正一 氏
　（工学部 電気工学科 1982年３月卒業）

○産学官連携活動貢献賞（教職員対象）
○工業技術貢献賞（卒業生対象）

○地域産業貢献賞（卒業生対象）
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新任教職員

　２月２日、本学地域産業総合研究所（四
し

竃
かま

樹
たつ

男
お

所長：写真左）
と国立大学法人室蘭工業大学環境・エネルギーシステム材料
研究機構：通称OASIS（香山晃機構長：写真右）との学術・
研究交流協定締結式が、藤田前学長（写真中央）参列のもと行
われた。以前より、研究者交流や研究機器の相互有効活用な
どの協力が進められていたが、今回の協定締結により、「環
境」「エネルギー」「材料」をキーワードにしたプラットフォー
ム事業の拡大、人材育成など幅広い分野での交流の促進が期
待される。

室蘭工大OASISと技術・研究交流協定締結

学生相談室講演会
～障害のある学生の支援と学生相談室でのカウンセリングの実際～

　平成28年４月から施行されている「障害者差別解消法」にともない、２
月24日、多目的ホールにて、教職員対象に学生相談室講演会が開催された。
仙台市のみやぎ心のケアセンターの福地成先生（写真）から医療の立場か
ら「特別な配慮を要する学生をどのように理解するか」、森田沙織先生か
ら学生相談室の現状を踏まえて「学生相談室での支援について」、渡邉一
弥先生から簡単な実習を含めた「傾聴するための体験学習」について講演
をしていただいた。
　本学の学生相談室では、専門のカウンセラーの渡邉先生と森田先生が予
約制で障害や悩みを抱えた学生に対応しており、相談や状況に応じて、専

門の医療機関へとつないでいる。本
人はもちろんのこと、学生の様子が
普段と違うことに教職員や周囲が
気づいたら、早めに相談してほしい
ということであった。また、教職員
から体験を踏まえた多くの質問が
寄せられ、学生が抱える問題につい
ての共通理解が深まった。

種市高校と協定締結
　３月17日、岩手県立種市高等学校（南舘秀昭
校長）と本学は、海洋に関する連携協定締結を
行った。種市高校は日本で唯一、海洋開発科を
持つ潜水と土木の基礎的知識と技術を学ぶこと
のできる高校である。今後連携協力により、海洋
工学の研究、海洋エンジニア育成などが図られる。

イラスト展・卒展開催

３年生イラスト展【Style】
　１月23日～24日　チーノ八戸
卒展2016・教育展
　２月６日～７日
　八戸ショッピングセンターラピア２階◇教育業績賞

「自動車工学コース教育の継続的
改善による第30回自動車整備コン
テストでの上位独占入賞及びコン
バージョンEVビートのナンバー取
得と社会人基礎グランプリ受賞の
指導」浅川拓克、早坂昭男、坂本勝
男、坂本秀祉、寺井孝男

◇社会貢献賞
「八戸市他地域連携ビジネ
スマッチング促進事業・営
業力強化事業支援業務に
おける展示デザインコラ
ボを通じたデザイン教育
と社会貢献」小藤一樹

今　出　敏　彦
（基礎教育研究センター・准教授）

五十嵐　七　果
（就職課書記）

田　中　義　幸
（基礎教育研究センター・准教授）

八戸工業大学教育賞～受賞おめでとうございます～

感性デザイン学科

土木建築工学科
土木建築卒展　
　３月４日～11日
　八戸ポータルミュージアムはっち
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開催日
開催時間

開催地 会　場
開始 終了

５月10日(火) 15:00 18:00 盛 岡 ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング

５月11日(水) 15:00 18:00 青 森 リンクステーションホール青森

５月13日(金) 14:30 18:00 八 戸 八戸プラザアーバンホール

５月16日(月) 14:30 18:30 仙 台 アエル

５月17日(火) 15:30 18:00 久 慈 ロイヤルパークカワサキ

５月18日(水) 14:30 18:30 盛 岡 ホテルメトロポリタン盛岡本館

５月18日(水) 15:00 18:30 秋 田 アルヴェ

５月19日(木) 15:00 18:30 盛 岡 ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング

５月23日(月) 15:00 18:30 青 森 リンクステーションホール青森

５月24日(火) 15:00 18:30 弘 前 ホテルナクアシティ弘前

５月24日(火) 15:00 18:30 仙 台 アエル

５月24日(火) 15:00 18:00 秋 田 にぎわい交流館ＡＵ

５月25日(水) 15:00 18:30 八 戸 八戸プラザアーバンホール

５月25日(水) 15:30 18:00 仙 台 アエル

５月26日(木) 15:30 18:00 秋 田 アルヴェ

５月27日(金) 15:30 18:30 函 館 ベルクラシック函館

６月８日(水) 14:30 18:00 青 森 青森国際ホテル

６月９日(木) 14:30 18:00 弘 前 ホテルナクアシティ弘前

６月10日(金) 15:30 18:00 仙 台 仙台サンプラザホテル

６月13日(月) 15:30 18:00 五所川原 ホテルサンルート五所川原

６月16日(木) 15:30 18:00 十和田 富士屋グランドホール

６月17日(金) 15:30 18:00 む つ むつ来さまい館

６月27日(月) 13:30 18:00 盛 岡 ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング

６月27日(月) 15:00 19:00 仙 台 仙台サンプラザホール

６月28日(火) 15:45 18:00 久 慈 久慈グランドホテル

６月29日(水) 15:30 18:00 盛 岡 アイーナ

７月５日(火) 15:30 18:00 弘 前 弘前市民文化交流館

７月16日(土) 14:00 17:30 仙 台 アエル

８月25日(木) 15:00 18:00 函 館 ベルクラシック函館

４月29日（金）火曜日振替授業
５月２日（月）振替休日
５月７日（土）水曜日振替授業
５月12日（木）～13日（金）就職懇談会
５月27日（金）体育祭
７月14日（木）～15日（金）就職懇談会
７月16日（土）月曜日振替授業
７月24日（日）第１回オープンキャンパス
８月１日（月）～５日（金）前期定期試験期間
８月６日（土）～９月15日（木）夏季休業
８月６日（土）第２回オープンキャンパス
８月11日（木）～17日（水）大学休業
８月25日（木）学部入試編入学・転入学
　　　　　　　大学院入試第１次選抜（一般）
８月26日（金）大学院入試第１次選抜（一般・特別）

行事予定　５月～８月

　この度、３名の先生が定年退職されることになりました。
長きに渡り教育と研究・大学運営にご尽力をいただきました。
感謝を申し上げますとともに、これからのご健勝とご活躍を
祈念いたします。
藤田　成隆　学長
月舘　敏栄　教授　 （土木建築工学科）
和田　敬世　准教授（基礎教育研究センター）

退職教員

平成29年度入学試験日程

進学相談会スケジュール

開 催 日　７月24日（日）、８月６日（土）
プログラム　学科体験・キャンパスツアー・大学周辺ツ

アー・AO入試対策講座・保護者向けガイ
ダンス・学食体験・大学紹介・学科紹介ギャ
ラリー・各種相談コーナーなど

入試区分 クール エントリーカード受付期間（必着） 面　談　日

ＡＯ
入学試験

第１クール ８月１日(月)～８月19日(金) ８月27日（土）

第２クール ９月１日(木)～９月16日(金) ９月24日（土）

第３クール 11月18日(金)～11月25日(金) 12月３日（土）

第４クール １月30日(月)～２月３日(金) ２月10日（金）

第５クール ３月１日(水)～３月10日(金) ３月17日（金）

入　試　区　分 願書受付期間（必着） 試　験　日

推薦
入学試験

指定校制 11月１日(火)～11月８日(火) 11月19日（土）

公募制
(他大学との併
 願を認める)

12月１日(木)～12月16日(金) 12月22日（木）

専門・一般
入学試験

専門高校・
 総合学科　

１月４日(水)～１月25日(水) ２月２日（木）

一　般
(前期：学業特
 待生選考試験
 を兼ねる )

前期 １月４日(水)～１月25日(水) ２月２日（木）

後期 ３月１日(水)～３月13日(月) ３月22日（水）

大学入試センター試験
利用入学試験
(前期・中期：学業特待生
  選考試験を兼ねる )

前期 １月４日（水）～１月27日（金）
平成29年
１月14日(土)・
１月15日(日)
の大学入試セ
ンター試験

中期 ２月１日（水）～２月17日（金）

後期 ３月１日（水）～３月21日（火）

夏のオープンキャンパス

　 ※事前申込不要・入退場自由・東北各地より
無料送迎バスを運行します。
詳しくは、大学ＨＰ（http://www.hi-
tech.ac.jp/）をご覧下さい。

　詳細は、ホームページにてご案内いたします。

　　　　問合せ先：入試部入試課　0178-25-8000（直通）
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青森県スポーツ関係受賞者

　４月８日、311名の新入生を迎え、第58回入学式が行われ
た。「学校は、人生を幸せに生きるために必要な力を獲得す
る訓練の場であります。いいと思ったことは、勇気を持って
実践し、夢を抱き、挑戦を続けよう。」と岩崎敬夫校長から激
励の言葉が贈られた後、新入生を代表して、繫 皓介君（普通
科・三本木中）が、「希望する道へ進むことができるように勉
学や部活動に励みます。」と高校生活に対する決意を力強く
宣誓した。

青森県高等学校体育連盟優秀選手賞　【登山】古里祐貴・
大久保直樹　【ボウリング】畑川侑太　【バスケットボール】佐々
木圭・庭寛太　【ゴルフ】能登谷鈴衣　【ソフトテニス】岩澤玲
弥・若山静哉　【ウエイトリフティング】茶田平泰雅・鈴木諒　【レ
スリング】田中航平　【水泳】平舩真帆　【アイスホッケー】中村
太一
青森県高等学校野球連盟優秀選手賞　【硬式野球】久慈涼介
青森県体育協会優秀選手賞　【アイスホッケー】沼田智也・中
村太一・壬生康太・田代頌悟・佐々木快・石倉浩規・笹川昻成・
児玉燎・川田泰我・武田裕大・瀧本風斗　【レスリング】永田丈治・
田中航平・西舘優・小川航大・榎本美鈴・関下由希　【ボウリ
ング】畑川侑太　【水泳】吉崎旭・中川美紅　【登山】古里祐貴・
大久保直樹・芦渡斎・田坂駿
青森県体育協会スポーツ奨励賞　【水泳】平舩真帆　【ソフト
テニス】夏堀修平・細川仁　【ウエイトリフティング】茶田平泰雅・
鈴木諒

第58回入学式 　　　　　　　　　　

　継続は力なり

　４月８日、第58回入学式が挙行され、311名が
入学を許可されました。入学おめでとう。
　皆さんの入学を、私たち１学年のスタッフは心待ちにしておりました。
皆さんは今、期待と不安を胸に一日一日を過ごしていることと思います。
高校一年生は高校生活の礎を築くための大切な一年となります。まず遅
刻・欠席をしないことが何より大切なこととなります。「学校に登校する」
ということは当たり前のことですが、当たり前のことを根気強く継続する
ことは、必ず自分自身の力となり、大きな自信となると確信しています。
悩み事があれば担任をはじめとして、遠慮なく私たちに相談して下さい。
私たちスタッフは皆さんを全力でサポートしていきます。３年後の卒業式
を笑顔で迎えるためにも、前向きな姿勢で一緒に取り組んでいきましょう。
　１学年では３年後の進路実現を目指し、次の３つの学年目標を掲げま
した。
　高校生活の礎を築くために　　～　継続は力なり　～
　　１．学力の向上
　　２．コミュニケーション能力の向上
　　３．部活動、奉仕活動への積極的参加
　これら３つの目標は、すべて自分自身の成長のために欠くことのでき
ないものとして捉え、自分なりの小さな目標を設定しながら確実にでき
ることから一歩ずつ取り組んでいくことを期待しています。

春の全国大会出場
ウエイトリフティング
　全国高校選抜大会（3／25 ～28 金沢市）
レスリング
　全国高校選抜大会（3／27～29 新潟市）
水　　泳（男女）
　全国ジュニアオリンピック大会（3／26 ～30 東京都）
バレーボール
　全国私立高校選手権大会（3／22～25 東京都）
ソフトテニス（男子）
　全日本私立高校選抜大会（3／22～25 横浜市）
ボウリング
　全国高校選抜大会（3／21～23 青森市）

１学年部長　工　藤　幸　太

　２月17日、国の重要
無形民俗文化財に指定されている郷
土芸能「えんぶり」に、約70名の生
徒がボランティアで参加した。八戸
地方に春を呼ぶとされている「えん
ぶり」だが、初日は雪が舞う厳しい
寒さの中で行われた。祭り装束に身
を包んだ本校の生徒達は、太夫や舞い手の子ども達に加わり祭りを盛り
上げた。間近で見る太夫の、迫力ある舞に圧倒された様子だったが、ど
の生徒も伝統文化の継承に役立っているという満足感に溢れていた。

えんぶり

ボランティア委員会では、全
校生徒の協力で回収したペットボ
トルキャップ24,000個余りを、エコ
キャップ推進委員会へ提供した。こ
の運動はキャップの売却利益を医療
支援・ワクチン支援・子どもたちへ
の環境教育などの社会貢献活動に充
てるものである。このボランティア委
員会の取り組みは徐々に全校生に定
着し、回収個数が年々増加している。

ペットボトルキャップ回収運動

ボランティア活動

　１月23日、八戸パークホテルを会場
に、『部活動父母顧問研修会』が開催さ
れた。今回は、元テニス日本代表監督の
小浦猛志氏を講師に迎え、「クルム伊達
公子15～18才 失敗に学ぶ成功への挑戦
と飛躍」と題して講演をしていただいた。
　小浦氏は静かな口調で、「目標設定は
分相応に、個人とチームの目標を持つこ
とが大事。目標は限りあり、技の追求に

は限りがない。心も身体も本人の好奇心
で決まる。指導現場は常にギリギリの
闘い。一瞬一瞬が勝負である。」と語り、
参加者らは小浦氏の経験と科学的根拠に
裏打ちされた説得力のある言葉に引き込
まれていた。子ども達を成長させるため
には指導者と保護者に何が必要であるか
について、多くを学ぶ良い機会となった。

部活動父母顧問研修会
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第 55 回　卒業証書授与式

お世話になりました
工藤　忠充 先生　（英語）
吉田　健悦 先生　（国語）
大山真理子 先生　（国語）
梅内　秀和 先生　（工業）
菅原　幸男 先生　（工業）

（左から）

下道　　亘 先生　（英語）
福岡　勇太 先生　（保健体育）
佐々木勝一 先生　（理科）

よろしくお願いします

　３月27日、東京の工業教育会館にお
いて「小型人工衛星打ち上げプロジェ
クト」製作担当者会議が開催された。
プロジェクトの開始から１年半が過ぎ
ようとしているが、全体的に見て計画
通りに進まず少し遅れ気味である。そ
のような中で本校は、モジュールの設
計図を提示し、インターフェイスの調
整を行った。
　アドバイザーの木村真一先生（東京
理科大学）から、「サービスポートの
検討をして欲しい」という、今後に向

けてやらなければならない課題の指摘
をうけた。しかし、しっかりと計算さ
れた素晴らしい設計であるといううれ
しい講評も頂いた。さらに喜ぶべきこ
とは、実験ミッションのフルサクセス
において、本校生が提案した「宇宙の
音観測」が採用される見通しであると
いうことである。JAXAへ提出するプ
ロポーザルに記載されることを期待し
て、今後の製作・実験に大いに力が入
るだろうということが予想され、今か
らわくわくしている。

小型人工衛星
 　製作協力校会議報告 その4

新
任
の
先
生

退
職
の
先
生

理事長賞　渡邊駿介（普通科・白山台中）　平舩真帆（普通科・八戸第一中）
永田丈治（普通科・五戸中）　佐々木圭（普通科・十和田中）
校長賞　古川茉采（普通科・湊中）
日本私立中学高等学校連合会会長賞　太田俊（普通科・大館中）
青森県私立高等学校保護者会連合会会長賞　中田晶（情報・道仏中）
青森県高等学校PTA連合会会長賞（12ヵ年皆勤）　田中航平（普通科・
白銀中）　永田丈治（普通科・五戸中）　久保勇貴（情報・是川中）　中居
拓也（電気・八戸第一中）　本居拓飛（機械・十和田中）　橋本祥苑（機械・
是川中）　横田真亜久（機械・八戸第三中）　湊天斗（土木・是川中）佐々
木里菜（建築・江陽中）
ＰＴＡ会長賞（６ヵ年皆勤）　榎本美鈴（普通科・湊中）　平舩真帆（普通
科・八戸第一中）　古川茉采（普通科・湊中）　渡邊駿介（普通科・白山台中）
　小笠原雅将（普通科・北稜中）　壬生洋幹（情報・八戸第一中）　中村凌
大（情報・八戸第一中）　赤松航平（機械・道仏中）　日向宏哉（機械・道
仏中）　遠藤碧（建築・階上中）　中﨑裕太（建築・北稜中）
生徒会功労賞　渡邊駿介（普通科・白山台中）
スポーツ大賞　永田丈治（普通科・五戸中）　榎本美鈴（普通科・湊中）　
沼田智也（普通科・八戸第二中）

主な表彰者

　１月25日、工業科３年生による課
題研究発表会を実施し、工業科６コー
スから11チームが発表した。どのチー
ムも内容の濃いものであったが、特に
昨年度から引き継がれている「小型人
工衛星製作プロジェクト」の“製作し
ているモジュールの消費電力をＩＣの
データシートから読み取り、その累積
結果の報告”が興味を引いた。また、
ホタテ貝の殻が細菌抑制効果のあるこ
とに着目し、その殻を壁材に練り込
み、市場に提案したいという画期的な
発表もあった。発表者は、経験したこ
とのないプレゼンテーションに声が小
さかったり、早口になったりと悪戦苦
闘していたが、誰もが自分たちの研究
成果を見てもらいたいという意気込み
に溢れていた。

課題研究発表会

　本校は昭和31年４月に、前身である八戸
高等電波学校として開校しました。時代の
要請に応え、内容整備を進めながら校名を
八戸電波高等学校、八戸電波工業高等学校、
そして現在の八戸工業大学第一高等学校へ
と改称しつつ、今年度創立60周年を迎える
ことができました。これは偏に皆様方のご
支援の賜物と深く感謝申し上げます。これ
からも知徳体の涵養を根本とした教育活動
により、社会の進展に対応できる人材育成
に努めて参りますので、これまで同様変わ
らぬご支援をお願い申し上げます。

＝ 創生の意気 ＝創立 60 周年

　３月１日、平成27
年度第55回卒業証書
授与式が挙行され、
渡邊駿介君（普通科・
白山台中）が卒業生
277名を代表して答
辞を述べた。渡邊君
は、部活動や勉学な
ど高校生活を振り返
り、お世話になった方々へ感謝の気持ちと、未来へ羽ばたく
決意を高らかに述べた。その堂々とした態度と胸を打つ内容
に、会場から称賛の大きな拍手が送られた。

○記念式典　　10月22日㈯ 13：30～14：30
　　　　　　　八戸市公会堂
○記念演奏会　10月22日㈯ 15：30～16：30
　　　　　　　八戸市公会堂
○記念祝賀会・2016星雲同窓祭
　　　　　　　10月22日㈯ 17：30～19：30
　　　　　　　八戸プラザアーバンホール
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新設のお知らせ REHSE成果発表会出場
～科学愛好会～

　４月６日、238名の新入生を迎えて、第42回入学式が行わ
れた。式では阿保民博校長から「何事にも本気で取り組み、
夢に向かって一歩を踏み出して下さい」と激励の言葉が贈ら
れ、新入生を代表して小松晃太郎君（カレッジコース／階上
中）が高校生活に対する決意を語り、二高生としての自覚を
忘れず、何事にも一生懸命努力することを力強く宣誓した。

新制服になりました
　平成28年度から制服がリニューアルさ
れた。女子は、チャコールグレーのブレ
ザーに青を基調としたチェックのスカー
トに紺のソックス。男子は、女子と同じ
のチャコールグレーブレザーにグレーの
スラックス。従来のものに比べて軽くて
動きやすい制服になった。ワイシャツは
透けにくいものの通気性が高い素材で快
適な着心地となっている。新入生達は「お
しゃれでかわいい」「二高らしいイメージ
がする」など、新しい制服に早くも愛着
が沸いているようだ。

メディカルカレッジ（ＭＣ）クラス　始動
　平成28年度２学年から、看護を中心とした医療系学校・短大・専門学
校進学を目指す「メディカルカレッジ（ＭＣ）クラス」が誕生した。医療
系学校受験対策として現代
文や数学、理科、小論文など
の学力向上に力を入れるだ
けでなく、医療現場の施設見
学や実習・体験を通して医療
者を目指す意識を高めなが
ら、進路実現を目指す。

　科学愛好会熱発電班は、平成27年度もNPO法
人研究実験施設・環境安全教育研究会（REHSE）
主催の自主研究活動に参加し、研究活動に取り組
んできた。平成27年度は前年度の内容を更に深
め、「熱発電利用の可能性を探る～身近な温度差
の活用を模索する～」というテーマで研究を進め、
内容審査を経て３月13日に東京大学工学部で実
施された成果発表会出場を果たした。（３年連続）
　参加したカレッジコース２年の田中響太君（百
石中）と濱端朋美さん（白銀南中）は、「校内の
スチーム暖房機や調理時にできる温水が有効な熱
源であり、発電に利用できる」との研究結果を発
表し、審査員から「わかりやすい発表である。着
想と技術の種を更に発展させて欲しい」と評価さ
れた。惜しくも上位入賞は逃したものの、他校生
と活発な意見交換ができ貴重な経験となった。

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。本校は創
立以来約40年、地域に根ざす私立進学校として確固たる地位
を築いてきました。
　数年前から、教育目標を「学力や体力、資格などの『見え
る力』と経験や体験から培われる問題発見・解決力や創造力、
協働力などの『見えない力』をバランスよく育て、逞しく生
きる力を高校時代から育てる」と掲げました。生徒諸君はそ
の目標に基づいた教育プログラムに積極的に取り組み、着実
に力を付けています。その結果、昨年度の大学入試結果では、
東北大学、北海道大学を始め国公立大学50名合格という過去
にない成果を上げています。
　本校に入学した皆さんも、授業を中心とした学習プログラ
ムに本気で取り組み、しっかりと学力をつけてください。ま
た、『見えない力』の育成プログラムの３本柱である「ボラ
ンティア」「学外学習」「海外研修」にも積極的に参加し、人
間力を育ててください。
　それではこれからの３年間、本気の高校生活を送り、二高
に入学したことは実は神様がくれた最高のプレゼントであっ
たと思えるよう、我々と一緒に頑張っていきましょう。皆さ
んの健闘を期待しています。

　新入生の皆さんへ

校 長　 阿 保 民 博

第42回 入学式
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　３月９日～11日、34名の生徒が秋田県の国際教養大学で
行われたEnglish Village に参加した。本校の参加は昨年に
引き続き２回目となる。生徒達は大学生や大学院生のサポー
トを受けながら、留学生へのインタビュー、グループワーク
やプレゼンテーションを行なった。最初は緊張して思うよう
にできなかった生徒達も、徐々に雰囲気に溶け込み、英語力
に加え表現力とコミュニケーション能力を伸ばすことができ
た様子であった。

　２月５日、JENESYS2015プログラムの一環としてフィリ
ピンからの高校生・大学生26名が来校し、本校生徒の家庭で
２泊３日のホームステイを経験した。歓迎式でお互いに伝統
や文化を紹介するプレゼンテーションを披露した後、英語の
授業に参加。アクティブラーニングを通じてお互いの情報交
換を図った。午後には八戸工業大学の施設・設備と研究室を
見学し、夕方にはホストファミリーと対面、各家庭へ帰宅し
それぞれの家庭で冬の青森を満喫した。お別れ会では感謝の
思いが募って涙を流す生徒もおり、友人としてつないだ絆を
絶やさぬことと再会を誓い合っていた。

　３月２日、平成27年度第41回卒業証書授与式が挙行され
た。卒業生230名を代表して中野泰成君（カレッジコース／
南部中）が、阿保校長から卒業証書を受け取り、附田真帆さ
ん（カレッジコース／榎林中）が卒業生代表答辞を述べた。
附田さんは、学校行事の取り組みや自分自身の進路選択を通
して成長した３年間を振り返り、「先生や友人、家族の支え
があって、弱い自分と向き合う勇気を持つことが出来た。こ
れからも、失敗を恐れずに自ら挑戦し、自分の夢に向かって
歩んでいきたい」と感謝の気持ちと将来への決意を誓った。

卒業生表彰者一覧
理 事 長 賞　山下　大輔（八戸東中）　　　江渡　明香（八戸東中）
スポーツ特別功労賞　椛本　侑暉（八戸第一中）
文化特別功労賞　志田真菜実（十和田第一中）　太田　佑佳（天間舘中）
特別活動功労賞　久保　　玲（白山台中）　　　成田　千夏（七戸中）

平成27年度合格状況一覧（４月１日現在）第
41
回
卒
業
証
書
授
与
式

退任された先生方
　坂　本　直　之　先生（地歴公民）
　原　子　　　彰　先生（英語）
　マイケル・モリス先生（英語）

 お世話になりました

東北大学工学部 北海道大学経済学部 含む
国公立大学 過去最多の50名合格
防衛大学校（理工学専攻）も合格

中央大学、津田塾大学、東京女子大学他私立名門校にも合格多数

English Village

【国公立大学　50名合格】
北海道大学、室蘭工業大学、北見工業大学、北海道教育大学釧路校、北海
道教育大学函館校（６）、釧路公立大学（５）、名寄市立大学、公立はこだて未
来大学（２）、弘前大学（５）、青森県立保健大学（４）、青森公立大学（３）、岩手
大学（３）、岩手県立大学（２）、東北大学、秋田大学、秋田公立美術大学、山
形大学（６）、会津大学、前橋工科大学、長岡造形大学、富山大学、都留文
科大学、静岡県立大学
【私立大学　133名合格】
八戸工業大学（22）、札幌学院大学、盛岡大学、仙台白百合女子大学（３）、仙
台大学、東北学院大学（７）、東北福祉大学（４）、宮城学院女子大学（２）、東
北芸術工科大学、文教大学（３）、麻布大学（３）、駒澤大学（３）、女子美術大学
（４）、専修大学（６）、中央大学、津田塾大学、帝京大学（２）、東京女子大学、
東京造形大学（２）、東京農業大学（２）、東洋大学（３）、獨協大学、二松學舍
大学、日本大学（５）、フェリス女学院大学、法政大学（２）、武蔵野美術大学（３）、
明治大学、和洋女子大学、北里大学（２）、同志社大学、関西大学　他
【公立短期大学　６名合格】
岩手県立大学宮古短期大学部、山形県立米沢女子短期大学（３）、福島県立
会津大学短期大学部、大月短期大学
【私立短期大学　15名合格】
函館短期大学、青森中央短期大学、東北女子短期大学、盛岡大学短期大学
部（２）、仙台青葉学院短期大学、淑徳大学短期大学部、杉野服飾大学短期
大学部　他
【専門学校・専修学校　42名合格】
アレック情報ビジネス学院（６）、八戸工科学院（４）、八戸理美容専門学校、盛岡
ヘアメイク専門学校、専門学校盛岡カレッジオブビジネス、仙台医療秘書福祉専
門学校、SENDAI中央理容美容専門学校、駿河台外語&ビジネス専門学校、
東京電子専門学校（２）　他
【就職　26名合格　（公務員7名含む）】
警視庁、宮城県警察官、一般曹候補生（２）、自衛官候補生（３）
ヤマト運輸㈱、㈲菊屋眼鏡店、㈱ホンダ四輪販売八戸、㈱ビジネスサービス
八戸支店、日本原燃分析㈱、㈱第一ホーム、㈱プリンスホテル、㈱世界堂アー
ル　他
【医療系学校　49名合格】
弘前大学医学部保健学科、青森県立保健大学健康科学部看護学科・理学療
法学科、八戸学院大学健康医療学部看護学科（５）、弘前医療福祉大学保健
学部医療技術学科言語聴覚学専攻、岩手医科大学薬学部（４）、東北医科薬
科大学薬学部（３）、東北福祉大学健康科学部リハビリテーション学科・保健看
護学科、秋田看護福祉大学看護福祉学部看護学科、日本赤十字秋田看護大
学看護学部看護学科（２）、亀田医療大学看護学部看護学科、麻布大学生命
技術学部臨床検査技術学科、帝京大学医療技術学部診療放射線学科、帝京
平成大学健康メディカル学部医療科学臨床工学コース、岩手看護短期大学看
護学科（３）、東北メディカル学院理学療法学科（２）、八戸看護専門学校看護学
科（４）、岩手県立二戸高等看護学院看護学科、東北文化学園専門学校視能
訓練士学科、亀田医療技術専門学校看護学科（２）、首都医校療法学部理学
療法学科、聖和看護専門学校看護学科、専門学校東洋公衆衛生学院診療放
射線技術学科、日本大学医学部附属看護専門学校看護学科、横浜中央病院
附属看護専門学校看護学科、名古屋医専臨床工学部診療工学科　他

主な合格先

JENESYS2015フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
日
団
来
校
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パネルシアター

～はじめましてはじめまして
　　　　　　　　　ともだともだち～

「よい子のみなさん、ご入園
　　おめでとうございます」

「なにが、はじまるのかな～?「なにが、はじまるのかな～?」「なにが、はじまるのかな～?」

栁谷利通 理事長挨拶

年長組さんから歓迎の言葉と手遊び

「ようちえんって、「ようちえんって、
　　とてもたのしいところですよ　　とてもたのしいところですよ」
「ようちえんって、
　　とてもたのしいところですよ」

～はじめまして
　　　　　ともだち～

　４月11日（月）。時折、雪の降る肌寒い日に
もかかわらず、にこやかに門をくぐってきた
子どもたち。拍手に迎えられ、保護者に手をひかれて入場し
てきた。いよいよ入園式の始まり。子どもたちといえば、こ
れから何が始まるのだろうという様子で、時折、後列座席の
保護者の方を向いたり、椅子から降りたりとなかなかじっと
していられなかった。ところが、年長組の歓迎の挨拶や手遊
び、先生によるパネルシアターが始まると目はステージに釘
づけになり、興味津々で見入っていた。そんな様子を見なが
ら、目の前の子どもたちに先月このホールから巣立っていっ
た子どもたちの姿を重ねていた。これからどんな毎日が待っ
ているのだろう。どんな成長が見られるか、今から楽しみだ。
子どもたちが卒園するその時まで、責任を持ってしっかり預
かろうと気持ちを新たにした入園式だった。 木村　喜久子

園　長

入 園 式
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● よろしくお願いします ●● お世話になりました ●

　さくら幼稚園を卒園して今年で11年が経
ちます。時々、友人と一緒に園歌を歌うこ
とがあります。それくらい、体に染みつい
ているのでしょう。
　当時の私は、とても内気でした。何かに
立候補するなんて、もっての外でした。失
敗することを恐れて、いつも自分の気持ち
を口に出せずにいました。そんなとき、先
生方は優しく背中を押してくれました。勇
気を出して行動した後は、なんだかスッキ

リするようでした。小学校に入ってからは、
色々なことに立候補するようになりました。
中学校では生徒会、高校ではクラスの議長
をしています。さらに、自分の夢を見つけ、
県外の活動へも参加するようになりました。
自分の夢は、自分の手で掴み取るしかあり
ません。他の誰かが取ってくれることはあ
りません。チャンスの女神は一瞬で去ってし
まいます。あなたも、ほんのちょっとの勇
気出してみませんか。世界がかわるかも…。

横濱　愛莉さん
（平成16年度卒園）

ほんのちょっとの勇気

関口　慶子　先生
関下　佳織　先生
仲村あずさ　先生
阿保美穂子　先生
板垣恵美子　先生

福崎　貴子　先生
三上　智花　先生
宗前　翔子　先生
佐々木淳子　先生
工藤　利治　先生

卒園式

「卒園おめでとう」「ありがとうございます」「卒園おめでとう」「ありがとうございます」「卒園おめでとう」「ありがとうございます」

お別れ会

「年長さんと食べる給食、嬉しいな♪」「年長さんと食べる給食、嬉しいな♪」「年長さんと食べる給食、嬉しいな♪」 「じゃんけんゲームで、メダルをゲット「じゃんけんゲームで、メダルをゲット !!」

「年長さん、今までありがとう」
「小学校に行っても、頑張るね「小学校に行っても、頑張るね！」
「年長さん、今までありがとう」
「小学校に行っても、頑張るね！」

「じゃんけんゲームで、メダルをゲット !!」

お別れ会お別れ会
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 理事会・評議員会

　学校法人八戸工業大学は、下記のとおり理事会及び評議員会を開催して各案件について審
議を行い、それぞれ原案通りに承認した。
◇１月22日　理事会
　・日本私立大学協会「評議員（選定）」に関する件
　・「学校長候補者（選任）」に関する件
　・「職員の採用」に関する件
◇２月19日　理事会・評議員会
　・「平成27年度補正予算」に関する件
　・「八戸工業大学長及びさくら幼稚園長」選任に関する件
　・「役員等報酬規程」改正に関する件
　・「管理運営規程」改正に関する件
　・「給与規程」改正に関する件
　・「ストレスチェック実施規程」制定に関する件
　・「事務局長」選任に関する件
◇３月４日　理事会（臨時）　
　・「職員の採用」に関する件
◇３月25日　理事会・評議員会
　・「平成28年度事業計画（案）並びに予算（案）」に関する件
　・八戸工業大学第一高等学校「志学寮の改築工事」に関する件
　・「理事の辞任に伴う補欠理事の選任」に関する件
　・「評議員の辞任に伴う補欠評議員」の選任に関する件
　・学校法人八戸工業大学「職員の採用」に関する件
　・八戸工業大学大学院「学則」変更に関する件
　・学校法人八戸工業大学「事務組織規程」改正に関する件
　・学校法人八戸工業大学「管理運営規程」改正に関する件
　・平成29年度学校法人八戸工業大学の学費に関する件
　・平成27年度八戸工業大学「教学業務の執行状況」に関する件

「平成28年熊本地震」により被災された皆さまへ

　このたび熊本県および周辺地域で発生した地震により被災された皆さまに、心より
お見舞い申し上げます。
　また、被災地におきまして救援救護活動などに尽力されている皆さまに深く敬意を
表しますとともに、一日も早い復旧復興をお祈り申し上げます。

表　紙　八戸工業大学 メディアセンター 裏表紙　八戸工業大学 学位記授与式


